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国 語

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実

(1) 社会とのつながりを意識した探究的な学習の推進

学習指導要領に示されているとおり、国語科の目標は、言葉による見方・考え方を働

かせて、生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うこ

とができるようにしたり、生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合

う力を高め、思考力や想像力を伸ばしたりするといった、社会とのつながりを意識した

資質・能力を育成することにある。

そこで、国語科の各科目において、社会とのつながりを意識した探究的な学習を推進

する際には、実社会や実生活において必要となる資質・能力の育成を念頭に置き、生徒

の学びへの興味と努力し続ける意志を喚起するために、実社会や実生活に関連した課題

を設定して動機付けを図ることが重要となる（下図①）。また、評価においては、探究

のプロセスを通して身に付けさせた資質・能力について、実社会や実生活で生かすこと

のできるものとなっているかといった観点から、適切に見取ることが必要である（下図

④）。

なお、各科目の指導事項のうち、「考えの形成」は探究的な学びの要素を含むものと

して位置付けられていることから、特に「読むこと」の領域の指導においては、「構造

と内容の把握」や「精査・解釈」に留まることなく、「考えの形成、共有」に至るまで

指導することに留意する必要がある。

話すこと・聞くこと ※話し合うことの学習過程 書くこと 読むこと

①課題の設定 話題の設定 題材の設定 ―

②情報の収集 情報の収集 情報の収集 構造と内容の把握

③整理・分析 内容の検討/話合いの進め方の検討 内容の検討/構成の検討 精査・解釈

④まとめ・表現 考えの形成/共有 考えの形成/記述/推敲/共有 考えの形成/共有
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(2) 探究的な活動を取り入れた単元の評価の工夫

探究的な活動を取り入れた単元の学習では、生徒が学習したことの意義や価値を実感

できるようにすることが重要である。授業の際は、評価場面において、きめ細かく学習

状況や目標の実現状況を把握することで生徒の学習の改善を図るとともに、教師自らの

指導の改善につなげるために、小さなＰＤＣＡサイクルをまわす「形成的評価（指導に

生かす評価）」を行うことが望まれる。

しかし、生徒一人一人の学習状況をきめ細かく把握することは容易ではなく、時に教

師の「評価疲れ」を招くことになりかねない。そこで、最適な評価場面に最適な評価方

法によって学習状況を見取ることができるよう、１人１台端末の環境を生かし、ＩＣＴ

を活用することが重要となる。

例えば、「季節感を題材とした散文を書く」という単元において、既習の作品から季

節感を表す表現や語句等を書き出させる際に、Google Formsのアンケート機能を用いて

入力させる方法が考えられる。生徒が入力したデータは教師のパソコンと即時に共有で

きるので、生徒が季節感を表す表現や語句等を適切に把握しているかどうかをリアルタ

イムに確認することができ、学習状況が思わしくない生徒に対しては、課題の趣旨をよ

り丁寧に説明したり、つまずきに対して個別に助言を行ったりするなど、授業を進めな

がら自らの指導を振り返り改善することが可能となる。また、入力したデータをクラス

全体で共有すれば、生徒が散文を書く際に自分の思いや体験を他者に効果的に伝えられ

るようにするための手がかりを得ることができ、学習したことの意義や価値を実感させ

る効果が期待できる。

なお、「記録に残す評価」における３観点の評価については、年間指導計画に基づき、

バランスよく評価する必要がある。

２ 指導と評価の計画例

(1) 国語表現「話合いの仕方や結論の出し方を工夫しよう（Ａ 話すこと・聞くこと）」の計画例

ア 単元の目標

(ｱ) 話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理解を深め、伝え合う目

的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解し、使い分けることが

できる。 〔知識及び技能〕(1)イ

(ｲ) 互いの主張や論拠を吟味したり、話合いの進行や展開を助けたりするために発言

を工夫するなど、考えを広げたり深めたりしながら、話合いの仕方や結論の出し方

を工夫することができる。

〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ 話すこと・聞くこと(1)キ

(ｳ) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を

向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社

会に関わろうとする。 〔学びに向かう力、人間性等〕

イ 本単元における言語活動と教材

(ｱ) 言語活動 話合いの目的に応じて結論を得たり、多様な考えを引き出したりする

ための議論や討論を行い、その記録を基に話合いの仕方や結論の出し

方について批評する活動。（Ａ 話すこと・聞くこと 言語活動例エ）

話し合うこと 社会と関わる 探究的な学び ＩＣＴキーワード
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(ｲ) 教 材 (例)「グループディスカッションをしよう」（『国語表現』大修館書店）

(例)「話し合う力をつけよう」（『国語表現』東京書籍）

話合いの進め方に関する動画、ワークシート等

ウ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話し言葉の特徴や役割、表現の 「話すこと・聞くこと」におい 話合いを通して、粘り強く、伝え

特色について理解を深め、伝え合 て、話合いの進行や展開を助ける 合う目的や場面、相手、手段に応じ

う目的や場面、相手、手段に応じ ために発言を工夫するなど、考え た適切な表現や言葉遣いを理解し、

た適切な表現や言葉遣いを理解 を広げたり深めたりしながら、話 使い分け、話合いの進行や展開を助

し、使い分けている。（(1)イ） 合いの仕方や結論の出し方を工夫 けるために発言を工夫する中で、自

している。（Ａ(1)キ） らの学習を調整しようとしている。

エ 指導と評価の計画（全６時間）

次 学習活動 指導上の留意点等 評価規準・評価方法等

１ ○ 単元の目標及び学習の ・話合いのモデルとなる参考動 【記録に残す評価】

（

進め方を確認し、見通し 画をＩＣＴを活用して配信す 観点：［知識・技能］

２ をもつ。 る。 方法：「記述の確認」Googleの表計算

単 ○ 動画を視聴し、次の２ ・(1)について：Googleの表計 ソフト

位 点について、気付いたこ 算ソフトに入力させた情報を

時 とを入力する。 テキストマイニング分析し、 ・動画や他者が挙げた情報から、話合

間 (1) 話合いにおける適切な 画面共有にて提示する。出現 いにおける適切な表現や言葉遣いに

）

表現や言葉遣いについて 頻度の高い語句に注目させ、 ついて、理解できているか確認する。

(2) 話合いにおける参加者 適切な表現や言葉遣いについ

の役割について て考えさせる。

○ 上記(2)の「話合いにお ・(2)について：次の観点を提

ける参加者の役割」につ 示し、自分なりに「話合いに

いて、右の１～３の観点 おける参加者の役割」を整理

から「自己目標」及び「評 するよう促す。

価の規準」を各自で設定 １ 発言を促す役割

し、「評価シート」（後出） ２ 発言を整理する役割

に記入する。 ３ 意見をまとめる役割

２ ○ 提示されたテーマにつ ・例えば「席替えの仕方」や「空 【指導に生かす評価】

いて、グループごとに話 き教室の活用方法」、「学校 観点：［思考･判断･表現］

合いを行う。 祭のクラス発表」等、生徒の 方法：「記述の確認」評価シート

実生活に即したテーマを提示

する。 ※詳細については、「エ 学習指導

・話合いの様子はグループごと 案」及び「オ 授業改善につなが

にＩＣＴ端末を活用して録画 る『指導に生かす評価』の工夫」

し、提出させる。 を参照。

○ 撮影した動画を視聴し、 ・動画を視聴して他の生徒の話

各自で設定した「自己目 合いの仕方を評価した結果と

標」等に照らして、達成 改善点を、「評価シート」の

状況を相互評価する。 「評価結果とその理由」及び

（

２

単

位

時

間

）

「自己目標」及び「評価の
規準」を各自で設定する際に
は、話合いの仕方や結論の出
し方の工夫について、実社会
や実生活につながるように、
実際の生活場面を想定させる
よう働き掛ける。
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「改善点・アドバイス」の欄

に、それぞれ入力させる。

○ 他者からの評価結果や ・他者による評価結果とアドバ

アドバイス等を基に、自 イスを参考にして、第３次で

己の話合いの仕方を振り の話合いでは、どのような点

返り、改善策について考 に注意するか具体的に考えさ

える。 せ、「評価シート」の【改善

策の分析】に入力させる。

３ ○ 第２次で考えた改善策 ・話合いの様子はＩＣＴ端末で 【記録に残す評価】

（

を意識して、グループご 録画し、提出させる。 観点：［思考･判断･表現］

２ とに話合いを行う。 方法：「行動の分析」動画

単 ・「自己評価の規準」に基づき、行動

位 ○ 単元の振り返りを行う。 ・効果的な話合いができたかど できているかを分析する。

時 うか、グループごとに振り返 【記録に残す評価】

間 らせる。 観点：［主体的に学習に取り組む態度］

）

・各自で設定した「自己目標」 方法：「記述の分析」評価シート

に対する達成状況を分析し、 ・粘り強く自らの学習を調整しようと

自己評価する。 しているか分析する。

エ 学習指導案（３時間目／６時間中）

科 目 名 国語表現 単 元 名 話合いの仕方や結論の出し方を工夫しよう（Ａ話すこと・聞くこと）

本時の目標
話合いの進行や展開を助けるために発言を工夫するなど、考えを広げたり深めたりしながら、話合い

の仕方や結論の出し方を工夫しようとする。

本時で取り上げる 前時で行った話合いの動画を視聴し、他の生徒の話合いの仕方を評価するとともに、他の生徒からの

主な言語活動 評価結果やアドバイスが記載された「評価シート」を基に、自分の話合いの仕方の改善策を明確にする。

教 材 前時の話合いの動画、各自で作成した「評価シート」等 実施対象 第３学年

本時の評価の観点 本時の評価規準 本時の評価方法

思考・判断・表現 「話すこと・聞くこと」において、話合いの 「記述の確認」評価シート
本時における評 進行や展開を助けたりするために発言を工夫 他者からの評価結果を基に、話
価の観点、評価 するなど、考えを広げたり深めたりしながら、 合いの進行や展開を助けるため
規準、評価方法 話合いの仕方や結論の出し方を工夫してい に工夫すべきことは何かなどを

る。（Ａ(1)キ） 自己分析し、考えを広げたり深

めたりすることができているか

を確認する。

学習活動（言語活動） 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 実 際

導入（５分）

・本時の目標を確認する。 ・前時の話合い活動で別のグループだった ・「評価シート」の【改善策の分析】の記
・第１次で作成した「評 生徒とペアになるよう指示する。 述内容から、「他者からの評価結果やア

価シート」を確認する。 ドバイスを基に、自分の話合いの仕方を

展開１（25分） どのように改善すればよいか具体的に考

・「評価シート」を基に、 ・ペアの相手の「評価シート」を共有ドラ えている」姿を、「思考・判断・表現」

ペアの相手に「自己目標」 イブ上で確認するよう指示する。 の評価規準における「おおむね満足でき

等を説明する。 ・評価の結果を「評価シート」の「評価結 る」状況（Ｂ）と捉え、評価する。

・ＩＣＴ端末で動画を視聴 果とその理由」及び「改善点・アドバイ

し、ペアの相手が立てた ス」の欄にを入力するよう指示する。 ※本時の評価は「指導に生かす評価」で

「評価の規準」に基づい あるため、授業者は各ペアの相互評価

て、相互評価する。 の進み具合を共有ドライブ上で確認し

展開２（15分） ながら、適宜助言等を行う。

・評価結果及びアドバイ ・評価結果やアドバイスについて、相互に

スの内容を互いに説明す 理解できるよう、適宜、質疑応答させる。

る。 ・改善策は具体的に書くよう指示する。

・ペアの相手からの評価

結果やアドバイスを基に

自分の話合いの仕方の改

単元を通して身に付けた資質・
能力が、実社会や実生活における
話合いの場面に生かすことができ
るものになっているかといった観
点から、「自己目標」に対する達
成状況を自己評価するよう促す。
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善策を明確にし、「評価

シート」に入力する。

まとめ（５分）

・次時の話合い活動に向 ・「自己目標」や「評価の規準」に改定が

けて、「評価シート」の 必要な場合は、別名でファイルを作成

改定が必要かどうか検討 するよう指示する。

する。

オ 授業改善につながる「指導に生かす評価」の工夫

【Googleの表計算ソフトを活用した「評価シート」の例（３時間目／６時間中）】

①「自己目標」と「評価の規準」は第１次で本人が入力する。

②「評価とその理由」と「改善点・アドバイス」は第２次で他の生徒が入力する。

③「改善策の分析」は第２次で本人が入力する。

④「教員からの評価・アドバイス」は本単元終了時に教員が評価し入力する。

「評価シート」の作成・入力を全て共有ドライブ上で行わせることで、個々の生徒

が他者からの評価結果を基に改善策を考えられているかどうかを、授業者はリアルタ

イムに把握することができる。改善策を上手く考えられていない場合は、個別に助言

したり、上手くできている生徒のシートを共有して示したりするなど、指導を工夫する。

(2) 古典探究「古典における結婚生活と幸福感について考えを深めよう（読むこと）」の計画例

ア 単元の目標

(ｱ) 古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞などの表現の特色に

ついて理解を深めることができる。 〔知識及び技能〕(1)エ

(ｲ) 古典の作品や文章を多面的・多角的な視点から評価することを通して、我が国の

言語文化について自分の考えを広げたり深めたりすることができる。

〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ 読むこと(1)ク

(ｳ) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を

探究的な学び 考えを広げる・深める 答えのない問いキーワード

①

③

④

②
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向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社

会に関わろうとする。 〔学びに向かう力、人間性等〕

イ 本単元における言語活動と教材

(ｱ) 言語活動：同じ題材を取り上げた複数の古典の作品や文章を読み比べ、思想や感

情などの共通点や相違点について発表する活動。（Ａ読むこと 言語

活動例イ）

教 材：『蜻蛉日記』「うつろひたる菊」及び『伊勢物語』「筒井筒」

(ｲ) 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

古典の作品や文章に表れてい 「読むこと」において、古典の 古典における結婚生活と幸福感に

る、言葉の響きやリズム、修辞な 作品や文章を多面的・多角的な視 ついて話し合うことを通して、進ん

どの表現の特色について理解を深 点から評価することを通して、我 で、修辞などの表現の特色について

めている。（(1)エ） が国の言語文化について自分の考 理解を深め、我が国の言語文化につ

えを広げたり深めたりしている。 いて自分の考えを広げたり深めたり

（Ａ(1)ク） する中で、自らの学習を調整しよう

としている。

ウ 指導と評価の計画（全７時間）

次 学習活動 指導上の留意点等 評価規準・評価方法等

１ ○ 単元の目標や学習の進 ・本単元では、結婚生活を題材 【記録に残す評価】

（

め方を確認し、学習の見 とした２つの古典教材に描か 観点：［知識・技能］

２ 通しをもつ。 れた女性の心情や行動を比較 方法：「記述の点検」Googleの文書作

単 することで、共通点と相違点 成ソフト

位 を明らかにし、「平安時代の

時 女性の結婚生活と幸福感」を ・Googleの文書作成ソフトに入力した

間 描いた文学作品を読み継ぐこ 内容を基に、和歌の修辞について理

）

との意義について考えを深め 解しているかどうかを点検する。

ることを説明する。

○ ２つの作品の作者や成 ・平安時代の婚姻の特徴や、藤

立した時代の背景を調べる。 原道綱母の人物関係等、教材

○ 教材内の和歌を解釈す の内容を把握するために必要

るために、各和歌の修辞 な知識を理解させる。

について整理する。 ・整理した各和歌の修辞につい

・修辞の種類と数の提示（教 て、Googleの文書作成ソフト

師） で提出させる。

→修辞の特定（個人学習）

→特定した修辞の共有（グ

ループ学習・全体学習）

２ ○ ２つの教材を現代語訳 ・現代語訳プリントを効果的 【指導に生かす評価】

（

し、内容を理解する。 に活用し、訳出することに時 観点：［思考･判断･表現］

３ ・ジグソー法により各教 間をかけすぎないように留意 方法：「記述の確認」Googleの文書作

単 材を分担して読み、情 する。 成ソフト及びJamboard

位 報を持ち寄り、グルー

時 プで内容を理解する。 ※Jamboardの詳細については、「オ

間 ・現代語訳をグループご ・前次のワークシート（Google 授業改善につながる『指導に生か

個人学習及びグループ学習の
後に、各自のワークシートを全
体共有し、相互に参照できるよ
うにする。
共有したワークシートを全員

で見ながら、和歌の修辞を整理
し、クラス全体で確認する。

結婚生活や幸福感といっ
た現代人の生き方にもつな
がるキーワードを取り上げ
て課題を設定することで、
実社会や実生活とのつなが
りを意識させる。
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）

とに発表し、２つの教 の文書作成ソフトで作成） す評価』の工夫」を参照。

材の内容を共有する。 を活用し、文脈に沿って和

歌を適切に現代語訳させる。

○ 各教材の登場人物の相 ・登場人物の心情等を解釈する

関図を作り、描かれた女性 際には、第１次で調べた、作

の置かれている状況、心 者や作品が成立した時代の背

情及び行動について、本 景、当時の婚姻制度等を踏ま

文の記述を基に解釈する。 えるように指示する。

○ 各教材に描かれた女性

の心情と行動について、 ・話合いの記録は、Googleの学

共通点と相違点を明らか 習支援ソフトで配信したJamb

にした後、「平安時代の女 oardに残すこととし、付箋に

性の結婚生活と幸福感」 メンバーの考えの要点をキー

という題で自分の考えを ワードで示すよう指示する。

書き、グループで話し合う。

３ ○ 前時にグループで話し ・多様な考えに触れさせるた 【記録に残す評価】

（

合った内容を踏まえて、 め、前時で話合いを行ったグ 観点：［思考･判断･表現］

２ 「平安時代の女性の結婚 ループとは異なるグループを 方法：「記述の確認」Googleのプレゼ

単 生活と幸福感」を描いた 設定する。 ンテーションソフト

位 文学作品を読み継ぐ意義 ・提出されたスライドについて、「平

時 についての自分なりの考 安時代の女性の結婚生活と幸福感」

間 えを、各自でスライド 及びそれを描いた文学作品を読み

）

(Googleのプレゼンテーシ 継ぐことの意義について、これま

ョンソフト)１枚にまとめる。 での学習を踏まえて多面的・多角

○ １人３分程度で、グル 的に考察し、自身の考えを広げた

ープ内で発表する。 り深めたりしているかを確認する。

○ 本単元の学習活動を振 ・生徒の気付きや考えの変容が 【記録に残す評価】

り返り、気付いたことや 記録できるよう、ワークシー 観点：［主体的に学習に取り組む態度］

自身の考えの変容をワー トの項目を工夫する。 方法：「記述の分析」Googleの文書作

クシート（Googleの文書 成ソフト

作成ソフト）に入力する。 ・提出されたワークシートについて、

○ ワークシートの記載に 我が国の言語文化において、人生

基づき、各グループで振 の局面を描く文学作品を読み継ぐ

り返りを発表し合う。 意義について進んで考え、他者の

考えに触れて、自己の学びを調整

しようとしているかを分析する。

エ 学習指導案（６時間目／７時間中）

科 目 名 古典探究 単 元 名 古典における結婚生活と幸福感について考えを深めよう（Ａ 読むこと）

本時の目標
テーマに沿って文学作品について話し合うことを通じて、我が国の言語文化について、自身の考えを広

げたり深めたりする。

本時で取り上げる 前時までの話合いを基に、「平安時代の女性の結婚生活と幸福感」及びそれを描いた文学作品を読み

主な言語活動 継ぐ意義についての自身の考えをスライド１枚にまとめ、他者と交流することで、自身の考えを広げ

たり深めたりする。

教 材 『蜻蛉日記』「うつろひたる菊」、『伊勢物語』「筒井筒」 実施対象 第２学年

各グループの現代語訳を共有

ドライブ内で共有し、随時、相

互に参照できるようにする。グ

ループ学習中は、他のグループ

に適宜、質問や相談をしてよい

ことにする。また、他のグループ

の進捗状況が分かるようにする。

発表の際には、各グループで

作成したワークシート（Google

の文書作成ソフト）を全員で見

ながら、各グループの発表を聞

き、和歌の解釈を中心とした２

つの教材の内容を理解する。

古典と実社会や実生活
とのつながりを実感でき
るようにするため、グル
ープで話し合った内容を
基に、古典作品が現代ま
で読み継がれてきたこと
の意義について自分の考
えをまとめたり、発表し
たりする学習活動を設定。
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本時の評価の観点 本時の評価規準 本時の評価方法

思考・判断・表現 「読むこと」において、古典の作品や文章 「記述の確認」Googleのプレゼンテーショ
本時における評 を多面的・多角的な視点から評価すること ンソフト
価の観点、評価 を通して、我が国の言語文化について自分 提出されたスライドについて、「平安
規準、評価方法 の考えを広げたり深めたりしている。（Ａ(1) 時代の女性の結婚生活と幸福感」及び

ク） それを描いた文学作品を読み継ぐ意義

について、これまでの学習を踏まえて

多面的・多角的に考察し、自身の考え

を広げたり深めたりしているかを確認

する。

学習活動（言語活動） 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 実 際

導入（10分）

・本時の目標を確認する。 ・１グループ４人程度とし、前回と異なる ・スライドの記述内容から、「自身の考え

・前時にグループで話し グループで、前時の話合いの内容を共有 を広げたり深めたりするために、これま

合った内容を、前時と異 し、様々な考えに触れられるようにする。 での学習を踏まえて多面的・多角的な視

なるグループで共有し、 点から『平安時代の女性の結婚と幸福の

様々な考えに触れる。 関係性』及びそれを描いた文学作品の存

展開（25分） 在意義について考察している」姿を、「思

・前時にグループで話し合 ・事前説明の際に、スライド作成に当たっ 考・判断・表現」の評価規準における「お

った内容及び導入で共有 ての考え方を示したスライドを共有し、 おむね満足できる」状況（Ｂ）と捉え、

した内容を基に、「平安 次のようなヒントを示す。 評価する。

時代の女性の結婚生活と 「共通点」「相違点」の整理を基に、「平
幸福感」を描いた文学作 安時代の女性の結婚生活とはどのような
品を読み継ぐ意義につい ものか」、「平安時代の女性の幸福とはど
て、考えたことを各自で のようなものか」、「結婚生活と幸福はど
スライド１枚にまとめ のように関係するか」のように、テーマ
る。 を分割して考えよう。
まとめ（15分）

・作成したスライドを用 ・教員が発表時間を管理する。

いて、１人３分程度で発 ・発表を聞く際には、各自でメモを取るよ
表する。 うに促す。

・クラス全員のスライド ・発表終了後にスライドを全体共有し、生

を全体共有する。 徒同士で閲覧できるようにする。

オ 授業改善につながる「指導に生かす評価」の工夫

【話合いにおけるJamboardを活用した例（５時間目／７時間中）】

各教材に登場する女性の共通点や相違点について、Jamboardに入力された語句等

の状況から、話合いによって考えを広げたり深めたりしているかを確認する。現代

語訳をそのままコピー＆ペーストしている生徒には、グループでの話合いを踏まえ

て「考えたこと」や「読み取ったこと」を、キーワードで記載するよう指導する。


